
２０２６年５月２９日 

各  位 

会 社 名 田岡化学工業株式会社 

代 表 者 取締役社長 岩崎  明 

（コード：４１１３ 東証スタンダード）

問合せ先 総務人事室部長 松本 直  

（ＴＥＬ ０６－７６３９－７４００） 

資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応に関するお知らせ 

 当社は、本日開催の取締役会において、「資本コストや株価を意識した経営の実現に向け

た対応」につきまして、当社の現状を評価・分析し、改善に向けた方針・取組を決議致しま

したので、お知らせ致します。 

具体的な内容につきましては、次頁以降をご参照ください。 

以 上 
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資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた
対応について

2026年5月29日
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１．25年度の実績評価

２

（１） 当社の業績の現状

評価2025年度実績2024年度実績

農薬中間体、ゴム薬出荷減と
なるも、樹脂原料出荷増、可
塑剤販売増により売上増。

上期）

331億92百万円299億30百万円売上高
下期に入り樹脂原料の出荷が
減少しているが、対前年では
大幅な増収

通年）

交易条件の悪化、償却費、労
務費上昇の影響はあるが、出
荷数量の増加により増益。

上期）

20億46百万円18億87百万円営業利益
対前年でも出荷増加により増
益を確保

通年）
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１．25年度の実績評価

３

（２） ROICの推移
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2024年度は樹脂原料出荷数量の回復を受け、ROICは6.6％に上昇。
2025年度も対前年比で増益を確保し、ROICは7.0％となり、0.４ポイントの上昇となった。
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１．25年度の実績評価

４

（３） PBRの推移
2024年度末時点のPBRは業績改善に伴う株価の上昇を受け、「1.00」に近づいた。
2025年度は一時1.0倍を超える水準で推移したが、下期に入ってからの業績の落ち込みと、
中東情勢の緊迫化による株価の急落を受け、期末時点では「0.69」となった。

※株式分割前の株価を株式分割比率に応じて調整したものを期末株価（調整後）としています。

0.91
1.13

1.45

2.55

0.95

0.7 0.67

0.91
0.69

622 
900 

1,310 

2,708 

1,106 

807 801 

1,181 

925 
500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

円倍 PBR・期末株価推移

PBR 期末株価



田岡化学工業株式会社 Copyright 2026 Taoka Chemical Co., Ltd. ５

２．26年度の業績概要

売上高 350億円
営業利益 3億円
営業利益率 0.9％
ROIC 1.1％

2026年予想 売上高 500億円
営業利益 40億円
営業利益率 8.0％
ROIC 10.0％

中⾧期目標
（Early 2030s）

 25年度後半からの樹脂原料の出荷減少により26年度の業績は悪化の見込み
 中東情勢の混乱もあり、早期の業績改善に向けスピード感ある対応が必要

業績改善に向けた取り組みを加速させ、
27年度以降の確実な業績回復を目指す

売上高 332億円
営業利益 20億円
営業利益率 6.2％
ROIC 7.0％

2025実績
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２．足元の業績改善に向けて
2026年度業績見通し

営業利益 25年度2,046百万円→26年度320百万円

• 当社主力事業である樹脂原料は前年度後半から出荷が減少している。25年度生産
分の在庫調整の影響もあり、26年度の業績は昨年に比べ大幅に悪化する見通し

• 中東情勢を中心とした国際的な混乱により、将来の不確実性が高まっており、足
元では原料価格が高騰し、一部原料には供給制限もあり （26年5月現在）

事業環境

新規開発品、受託製品の早期導入、工場稼働率の向上

原料価格上昇、供給制限を強いられる中で、顧客需要への影響を
最小限に抑制する最適生産の維持

・一部原料による供給の制約はあるが影響は限定的

原料他、コスト上昇に対応し、タイムリーな製品価格是正を実施

業績改善に向けた取り組み
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樹脂原料の市場環境変化と今後の対応策
当社樹脂原料と取り巻く市場動向
■ 主要用途(カメラレンズ用)であるスマートフォンの販売動向

世界の販売台数は2024年度12.36億台に対し、2025年度は12.6億台と
前年比 1.9%の微増
2026年度は半導体関連部材の不足により生産が減少
販売台数は前年比 12.9％減の11億台 となる見通し（IDC*予想）

■ レンズ用樹脂事業における対抗品の市場への参入
■ 顧客での販売品目構成がより高機能な方向にシフト

その過渡期における在庫調整が発生
■ 一部原材料価格の高騰

具体的な対応策
生産品目の高付加価値新規品へのスムーズなシフト
生産性向上や製法の変更等、更なる合理化による徹底的なコスト競争力の強化
顧客需要に対応した各機動工場の最適生産体制の構築

２．足元の業績改善に向けて

７
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３．持続的な収益向上の取り組み

８

樹脂原料を取り巻く市場環境の変化、国際情勢の混乱など、当初想定とは乖離
そのような中でも、27年以降の着実な回復を目指し、中期経営計画で定めた

基本戦略に沿って各種活動を推進
全事業でのROIC10％を継続的に達成し、将来を見据えた戦略投資機会を追求
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４．配当政策

９

配当金推移
（円/株）

2025年度に公表した中期経営計画にて、「配当性向30％程度を維持する」と
の方針を定めている。今後も、経済情勢や当社業績、キャッシュフロー及び将
来の成⾧に向けた投資計画等を総合的に勘案して配当金額を決定する。

配当性向
30%程度

配当政策:配当性向30%程度を維持する
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IR/広報の促進

 機関投資家とのミーティングの充実、ホームページでのリリース、統合報告書等の発行
を通じて財務・非財務の両面において情報発信に注力。

 新製品の立ち上げ、研究開発の進捗もIR・広報活動を通じて、広くステークホルダー
に発信。

 24年度より有価証券報告書の株主総会前提出を実施済み。

 25年度より全社インスタグラムを開設し、社内外に様々な情報を発信。

５．IR/広報の促進
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Appendix）各種取組状況
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Appendix）各種取組状況
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Appendix）各種取組状況
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